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○
内
閣
府
令
第

号

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
国
家
戦
略
特
別
区
域

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年

月

日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
内
閣
府
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、

改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
令
第
一
条
第
一
号
で
定
め
る
方
法
等
）

第
一
条
の
二

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条

［
条
を
加
え
る
。
］

第
一
号
で
定
め
る
方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
と
す
る
。

２

令
第
一
条
第
一
号
で
定
め
る
情
報
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

収
集
及
び
整
理
を
し
て
い
る
区
域
デ
ー
タ
の
種
類
、
内
容
及
び
形
式

二

区
域
デ
ー
タ
の
提
供
に
関
す
る
手
続
及
び
規
約

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項

（
公
募
を
し
な
い
場
合
の
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
の
構
成
員
の
選
定
方
法
）

（
公
募
を
し
な
い
場
合
の
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
の
構
成
員
の
選
定
方
法
）

第
二
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
令
第
一
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
公

第
二
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
第
一
条
第
一
項
た
だ
し

募
を
し
な
い
で
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
（
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家

書
の
規
定
に
よ
り
公
募
を
し
な
い
で
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
（
法
第
七
条
第
一
項

戦
略
特
別
区
域
会
議
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
構
成
員
と
し
て
加
え
る
者
を
選

に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
構
成
員
と
し
て

定
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
者
が
実
施
す
る
と
見
込
ま
れ

加
え
る
者
を
選
定
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
者
が
実
施
す
る

る
特
定
事
業
（
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

と
見
込
ま
れ
る
特
定
事
業
（
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
事
業
を
い
う
。
以

）
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

下
同
じ
。
）
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
二
十
七
条
の
二
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
）

第
十
条
の
二

法
第
二
十
七
条
の
二
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の

［
条
を
加
え
る
。
］

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
子
補
給
契
約
に
係
る
貸
付
け
を
受
け

て
行
わ
れ
る
こ
と
。
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二

前
条
に
規
定
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
。

（
安
全
管
理
に
関
す
る
確
認
の
申
請
及
び
確
認
）

第
二
十
五
条

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
国
家
戦
略

［
条
を
加
え
る
。
］

特
別
区
域
デ
ー
タ
連
携
基
盤
整
備
事
業
の
実
施
主
体
（
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お

い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
別
記
様
式
第
九
に
よ
る
申
請
書
（
次
項
及
び

第
三
項
に
お
い
て
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一

認
定
区
域
計
画
の
写
し

二

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
デ
ー
タ
の
安
全
管
理
に
係
る
基
準

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
申
請
書
を
受
理
し
た
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
法
第
二

十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
デ
ー
タ
の
安
全
管
理
に
係
る
基
準
に
照
ら
し
て

そ
の
内
容
を
審
査
し
、
当
該
国
家
戦
略
特
別
区
域
デ
ー
タ
連
携
基
盤
整
備
事
業
に

係
る
デ
ー
タ
の
安
全
管
理
が
当
該
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
を
し
た

と
き
は
、
申
請
者
に
別
記
様
式
第
十
に
よ
る
確
認
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
確
認
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

を
記
載
し
た
別
記
様
式
第
十
一
に
よ
る
通
知
書
を
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す

る
。

（
安
全
管
理
に
関
す
る
変
更
に
係
る
確
認
の
申
請
及
び
確
認
）

第
二
十
六
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
デ
ー
タ
連
携
基
盤
整
備
事
業
の
実
施
主
体
で
あ

［
条
を
加
え
る
。
］
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っ
て
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
デ
ー
タ
の
安
全
管
理
に
係
る
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
も
の
（
こ
の
条

か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
に
お
い
て
「
実
施
主
体
」
と
い
う
。
）
は
、
前
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
確
認
を
受
け
た
安
全
管
理
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
別
記
様
式
第
十
二
に
よ
る
申
請
書
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
申
請
書
」

と
い
う
。
）
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
軽
微

な
変
更
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

２

申
請
書
の
提
出
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
確
認
書
の
写
し

を
添
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
速
や
か
に
法

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
デ
ー
タ
の
安
全
管
理
に
係
る
基
準
に
照
ら

し
て
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
当
該
変
更
に
係
る
デ
ー
タ
の
安
全
管
理
が
当
該
基
準

に
適
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
を
し
た
と
き
は
、
当
該
申
請
を
し
た
実
施
主
体

に
別
記
様
式
第
十
三
に
よ
る
確
認
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
確
認
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由

を
記
載
し
た
別
記
様
式
第
十
四
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
実
施
主
体
に
交
付
す
る
も

の
と
す
る
。

（
国
の
機
関
等
に
対
す
る
デ
ー
タ
の
提
供
の
求
め
の
申
請
）

第
二
十
七
条

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
機
関
又
は
公
共
機

［
条
を
加
え
る
。
］

関
等
の
保
有
す
る
デ
ー
タ
の
提
供
を
求
め
よ
う
と
す
る
実
施
主
体
は
、
認
定
区
域

計
画
の
写
し
を
添
え
て
、
提
供
を
求
め
よ
う
と
す
る
デ
ー
タ
の
内
容
そ
の
他
の
事

項
を
記
載
し
た
別
記
様
式
第
十
五
に
よ
る
提
供
依
頼
申
出
書
（
次
項
か
ら
第
五
項
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ま
で
に
お
い
て
「
申
出
書
」
と
い
う
。
）
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
内
閣
総
理
大

臣
は
、
申
出
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
別
記
様
式
第
十
六
に
よ
る
提
供
通
知
書
を
当
該
デ
ー
タ
の
提
供
の

求
め
を
し
た
実
施
主
体
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一

デ
ー
タ
の
内
容

二

デ
ー
タ
の
提
供
の
方
法

三

デ
ー
タ
の
提
供
の
準
備
に
要
す
る
期
間

四

そ
の
他
デ
ー
タ
の
提
供
に
必
要
な
事
項

３

法
第
二
十
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
る
内
閣
総
理
大
臣
は
、

申
出
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
デ
ー
タ
の
提
供
を
行
わ

な
い
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
別
記
様
式
第
十
七
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
デ

ー
タ
の
提
供
の
求
め
を
し
た
実
施
主
体
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

法
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
デ
ー
タ
の
提
供
を
要
請
す
る
内
閣

総
理
大
臣
は
、
申
出
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
二
週
間
以
内
に
、
当
該

デ
ー
タ
を
保
有
す
る
そ
の
所
管
の
公
共
機
関
等
又
は
他
の
関
係
行
政
機
関
の
長
（

そ
の
所
管
す
る
公
共
機
関
等
が
当
該
デ
ー
タ
を
保
有
す
る
場
合
の
当
該
他
の
関
係

行
政
機
関
の
長
を
含
む
。
第
九
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対

し
、
当
該
デ
ー
タ
の
提
供
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
別
記
様

式
第
十
八
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
デ
ー
タ
の
提
供
の
求
め
を
し
た
実
施
主
体
に
交

付
す
る
も
の
と
す
る
。

５

法
第
二
十
八
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
る
内
閣
総
理
大
臣
は
、

申
出
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
二
週
間
以
内
に
、
当
該
デ
ー
タ
の
提
供
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の
要
請
を
行
わ
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
別
記
様
式
第
十
九
に
よ
る
通

知
書
を
当
該
デ
ー
タ
の
提
供
の
求
め
を
し
た
実
施
主
体
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る

。
６

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は

、
前
四
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
各
項
の
通
知
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
通
知
書
を
交
付
す

る
ま
で
の
間
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
定
め
る
期
間
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
当
該
求
め

を
し
た
実
施
主
体
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
二
項
又
は
第
三
項
の
場
合

一
月

二

第
四
項
又
は
前
項
の
場
合

二
週
間

７

法
第
二
十
八
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
関
係
行
政
機

関
の
長
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
要
請
を
受
け
た
日
か
ら

原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
別
記
様
式

第
十
六
に
よ
る
提
供
通
知
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当
該
通
知
書
を
当
該
デ
ー
タ
の
提
供
の
求

め
を
し
た
実
施
主
体
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

８

法
第
二
十
八
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
る
関
係
行
政
機
関
の
長

は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
要
請
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と

し
て
一
月
以
内
に
、
デ
ー
タ
の
提
供
を
行
わ
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た

別
記
様
式
第
十
七
に
よ
る
通
知
書
を
主
務
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当
該
通
知
書
を
当
該
デ
ー
タ
の
提
供
の
求

め
を
し
た
実
施
主
体
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

９

法
第
二
十
八
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
デ
ー
タ
の
提
供
を
要
請
す
る
関
係
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行
政
機
関
の
長
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
要
請
を
受
け
た

日
か
ら
原
則
と
し
て
二
週
間
以
内
に
、
当
該
デ
ー
タ
を
保
有
す
る
そ
の
所
管
の
公

共
機
関
等
に
対
し
、
当
該
デ
ー
タ
の
提
供
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
記

載
し
た
別
記
様
式
第
十
八
に
よ
る
通
知
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当
該
通
知
書
を
当
該
デ
ー
タ

の
提
供
の
求
め
を
し
た
実
施
主
体
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

法
第
二
十
八
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
る
関
係
行
政
機
関
の
長

10
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
要
請
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と

し
て
二
週
間
以
内
に
、
前
項
の
公
共
機
関
等
に
要
請
を
行
わ
な
い
旨
及
び
そ
の
理

由
を
記
載
し
た
別
記
様
式
第
十
九
に
よ
る
通
知
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
送
付
す
る

も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当
該
通
知
書
を
当
該

デ
ー
タ
の
提
供
の
求
め
を
し
た
実
施
主
体
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
前
四
項
に
規

11
定
す
る
期
間
内
に
各
項
の
通
知
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て

や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
通
知
書
を
交
付
す
る
ま
で
の
間
次

の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間

を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
内
閣
総
理
大
臣
に
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
そ
の
通
知
の
内
容

を
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
し
た
実
施
主
体
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
七
項
又
は
第
八
項
の
場
合

一
月

二

第
九
項
又
は
前
項
の
場
合

二
週
間

法
第
二
十
八
条
の
二
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
公
共
機
関
等

12
は
、
第
四
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一

月
以
内
に
、
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
別
記
様
式
第
十
六
に
よ
る
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提
供
通
知
書
を
当
該
要
請
を
し
た
内
閣
総
理
大
臣
又
は
関
係
行
政
機
関
の
長
に
送

付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
知
書
の
送
付
を
受
け
た
関

係
行
政
機
関
の
長
は
、
当
該
通
知
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
し
、

当
該
通
知
書
の
送
付
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当
該
通
知
書
を
当
該
デ
ー
タ

の
提
供
の
求
め
を
し
た
実
施
主
体
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

法
第
二
十
八
条
の
二
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
る
公
共
機
関
等
は
、

13
第
四
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以

内
に
、
デ
ー
タ
の
提
供
を
行
わ
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
別
記
様
式
第

十
七
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
要
請
を
し
た
内
閣
総
理
大
臣
又
は
関
係
行
政
機
関
の

長
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
知
書
の
送
付
を
受

け
た
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
当
該
通
知
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
送
付
す
る
も
の

と
し
、
当
該
通
知
書
の
送
付
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当
該
通
知
書
を
当
該

デ
ー
タ
の
提
供
の
求
め
を
し
た
実
施
主
体
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
公
共
機
関
等
は
、
前
二
項

14
に
規
定
す
る
期
間
内
に
各
項
の
通
知
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ

い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
通
知
書
を
交
付
す
る
ま
で
の

間
一
月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
当
該
要
請
を
し
た

内
閣
総
理
大
臣
又
は
関
係
行
政
機
関
の
長
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
通
知
を
受
け
た
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
当
該
通
知
の
内
容
を

内
閣
総
理
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
し
、
当
該
通
知
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は

、
当
該
通
知
の
内
容
を
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
し
た
実
施
主
体
に
通
知
す

る
も
の
と
す
る
。

第
二
項
、
第
七
項
又
は
第
十
二
項
の
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
実
施
主
体
は
、

15
当
該
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
当
該
通
知
書
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を
記
載
し
た
内
閣
総
理
大
臣
、
関
係
行
政
機
関
の
長
又
は
公
共
機
関
等
に
対
し
、

当
該
通
知
書
の
写
し
を
添
え
て
、
第
十
七
項
に
定
め
る
書
面
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

前
項
の
書
面
を
受
理
し
た
内
閣
総
理
大
臣
、
関
係
行
政
機
関
の
長
又
は
公
共
機

16
関
等
は
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
当
該
書
面
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
、

前
項
の
実
施
主
体
に
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
書
面
は
、
別
記
様
式
第
二
十
に
よ
り
、
第

17
二
項
、
第
七
項
又
は
第
十
二
項
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
い
て
、
デ

ー
タ
の
提
供
の
方
法
、
デ
ー
タ
の
提
供
の
時
期
そ
の
他
デ
ー
タ
の
提
供
に
必
要
な

事
項
を
記
載
し
た
書
面
と
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
デ
ー
タ
の
提
供
の
求
め
の
申
請
）

第
二
十
八
条

法
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
家
戦
略
特
別
区
域
会

［
条
を
加
え
る
。
］

議
に
係
る
関
係
地
方
公
共
団
体
の
保
有
す
る
デ
ー
タ
の
提
供
を
求
め
よ
う
と
す
る

実
施
主
体
は
、
認
定
区
域
計
画
の
写
し
を
添
え
て
、
提
供
を
求
め
よ
う
と
す
る
デ

ー
タ
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
別
記
様
式
第
二
十
一
に
よ
る
提
供
依
頼

申
出
書
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
お
い
て
「
申
出
書
」
と
い
う
。
）
を

当
該
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
長
以
外
の
当
該
地
方
公
共
団
体
の

執
行
機
関
に
デ
ー
タ
の
提
供
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体

の
長
を
経
由
し
て
申
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
八
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
関
係
地
方
公

共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
は
、
申
出
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て

一
月
以
内
に
、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
別
記
様
式
第
二
十
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二
に
よ
る
提
供
通
知
書
を
当
該
デ
ー
タ
の
提
供
の
求
め
を
し
た
実
施
主
体
に
交
付

す
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
二
十
八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
す
る
関
係
地
方
公
共
団
体

の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
は
、
申
出
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以

内
に
、
デ
ー
タ
の
提
供
を
行
わ
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
別
記
様
式
第

二
十
三
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
デ
ー
タ
の
提
供
の
求
め
を
し
た
実
施
主
体
に
交
付

す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
二
項
の
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
実
施
主
体
は
、
当
該
通
知
書
の
交
付
を
受

け
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
当
該
通
知
書
を
記
載
し
た
関
係
地
方
公

共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
に
対
し
、
当
該
通
知
書
の
写
し
を
添
え
て
、
第

六
項
に
定
め
る
書
面
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
書
面
を
受
理
し
た
関
係
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
は
、

で
き
る
限
り
速
や
か
に
、
当
該
書
面
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
、
前
項
の
実

施
主
体
に
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

６

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
書
面
は
、
別
記
様
式
第
二
十
四
に
よ
り
、
第

二
項
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
い
て
、
デ
ー
タ
の
提
供
の
方
法
、
デ

ー
タ
の
提
供
の
時
期
そ
の
他
デ
ー
タ
の
提
供
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
書
面
と

す
る
。

（
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
求
め
に
係
る
手
続
）

第
二
十
九
条

法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
家
戦
略
特
別
区
域

［
条
を
加
え
る
。
］

会
議
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
デ
ー
タ
連
携
基
盤
整
備
事
業
を
含
む
区
域
計
画
を
定

め
よ
う
と
す
る
も
の
又
は
そ
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び

次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
整
備
を
求
め
る
と
き
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は
、
当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
別
記
様

式
第
二
十
五
に
よ
る
要
望
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
要
望
書
」
と
い
う
。
）

を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は

、
当
該
求
め
が
そ
の
所
管
す
る
法
律
又
は
政
令
等
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
規
制
に
つ

い
て
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
要
望
書
を

受
理
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
当
該
要
望
書
に
対
す
る
内
閣
総
理

大
臣
の
見
解
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
に
送

付
し
、
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

３

法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は

、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
意
見
を
踏
ま
え
、
当
該
求
め
を
踏

ま
え
た
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
か
つ
適
当
で
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
講

ず
る
こ
と
と
す
る
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た

別
記
様
式
第
二
十
六
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
求
め
を
し
た
国
家
戦
略
特
別
区
域
会

議
に
交
付
す
る
と
と
も
に
、
別
記
様
式
第
二
十
七
に
よ
り
、
当
該
新
た
な
規
制
の

特
例
措
置
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理

大
臣
は
、
当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
内
容
を
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問

会
議
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は

、
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
の
意
見
を
踏
ま
え
、
当
該
求
め

を
踏
ま
え
た
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
な
い
と
認
め
る

と
き
、
又
は
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
日
か
ら

原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
別
記
様
式
第
二
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十
八
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
求
め
を
し
た
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
交
付
す
る

も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
新
た
な
規
制
の
特
例

措
置
を
講
じ
な
い
こ
と
と
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由
を
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問

会
議
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は

、
当
該
求
め
が
他
の
関
係
行
政
機
関
の
長
の
所
管
す
る
法
律
又
は
政
令
等
に
よ
り

規
定
さ
れ
た
規
制
に
つ
い
て
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
場
合

に
は
、
法
第
二
十
八
条
の
四
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
要
望
書
を
受
理
し
た
日
か

ら
原
則
と
し
て
二
週
間
以
内
に
、
当
該
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
新
た
な
規

制
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
よ
う
要
請
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
記

載
し
た
別
記
様
式
第
二
十
九
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
求
め
を
し
た
国
家
戦
略
特
別

区
域
会
議
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は

、
当
該
要
請
の
旨
を
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

６

法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は

、
当
該
求
め
を
踏
ま
え
た
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
整
備
に
つ
い
て
の
検
討
の

状
況
に
照
ら
し
、
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
同
項
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
又
は
前
三
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
各
項
の
通
知
書
を
交
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

意
見
を
求
め
る
ま
で
の
間
又
は
通
知
書
を
交
付
す
る
ま
で
の
間
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
を
超
え
な
い
期

間
ご
と
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
当
該
求
め
を
し
た
国
家
戦
略
特
別
区
域
会

議
及
び
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
場
合

一
月

二

前
項
の
場
合

二
週
間
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７

法
第
二
十
八
条
の
四
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
関
係
行
政
機
関
の

長
は
、
要
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
当
該
要
請
書
に

対
す
る
関
係
行
政
機
関
の
長
の
見
解
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
、
国
家
戦
略
特

別
区
域
諮
問
会
議
に
送
付
し
、
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

８

法
第
二
十
八
条
の
四
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
関
係
行
政
機
関
の

長
は
、
前
項
の
意
見
を
踏
ま
え
、
当
該
要
請
を
踏
ま
え
た
新
た
な
規
制
の
特
例
措

置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
か
つ
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
意
見
が
述

べ
ら
れ
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
講
ず
る
こ
と
と
す
る
新
た
な
規
制

の
特
例
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
別
記
様
式
第
二
十
六
に
よ
る
通

知
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
交
付
す
る
と
と
も
に
、
別
記
様
式
第
二
十
七
に
よ
り
、

当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当
該
通
知
書
を
当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の

整
備
を
求
め
た
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
に
交
付
す
る
も
の
と
し
、
関
係
行
政
機

関
の
長
は
、
当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
内
容
を
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮

問
会
議
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

９

法
第
二
十
八
条
の
四
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
関
係
行
政
機
関
の

長
は
、
第
七
項
の
意
見
を
踏
ま
え
、
当
該
要
請
を
踏
ま
え
た
新
た
な
規
制
の
特
例

措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は
適
当
で
な
い
と
認
め

る
と
き
は
、
当
該
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
一
月
以
内
に
、
そ
の

旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
別
記
様
式
第
二
十
八
に
よ
る
通
知
書
を
内
閣
総
理

大
臣
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当

該
通
知
書
を
当
該
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
整
備
を
求
め
た
国
家
戦
略
特
別
区

域
会
議
に
交
付
す
る
も
の
と
し
、
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
新
た
な
規
制
の
特
例

措
置
を
講
じ
な
い
こ
と
と
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由
を
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
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会
議
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

法
第
二
十
八
条
の
四
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
関
係
行
政
機
関
の

10
長
は
、
当
該
要
請
を
踏
ま
え
た
新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
整
備
に
つ
い
て
の
検

討
の
状
況
に
照
ら
し
、
第
七
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
同
項
の
意
見
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
又
は
前
二
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
各
項
の
通
知
書
を
交
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
意
見
を
求
め
る
ま
で
の
間
又
は
通
知
書
を
交
付
す
る
ま
で
の
間
一
月
を
超
え

な
い
期
間
ご
と
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
内
閣
総
理
大
臣
及
び
国
家
戦
略
特

別
区
域
諮
問
会
議
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理

大
臣
は
、
そ
の
通
知
の
内
容
を
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
し
た
国
家
戦
略
特

別
区
域
会
議
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条

法
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
区
域
計
画
の
案
を
提
出
し

［
条
を
加
え
る
。
］

よ
う
と
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
別
記
様
式
第
三
十
に
よ
る
申
請
書
に

次
に
掲
げ
る
図
書
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

先
端
的
区
域
デ
ー
タ
活
用
事
業
活
動
を
実
施
す
る
区
域
の
住
民
そ
の
他
の
利

害
関
係
者
の
意
向
を
踏
ま
え
た
こ
と
の
報
告
書
（
次
項
に
お
い
て
「
報
告
書
」

と
い
う
。
）

二

新
た
な
規
制
の
特
例
措
置
の
適
用
を
受
け
て
実
施
す
る
先
端
的
区
域
デ
ー
タ

活
用
事
業
活
動
を
実
施
す
る
と
見
込
ま
れ
る
主
体
の
特
定
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を

記
載
し
た
書
類
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２

報
告
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

区
域
の
住
民
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
の
意
向
を
踏
ま
え
た
方
法
及
び
そ
の
結

果
二

区
域
の
住
民
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
の
意
向
を
踏
ま
え
た
年
月
日

３

法
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
区
域
計
画
の
変
更
の
案
を
提

出
し
よ
う
と
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
別
記
様
式
第
三
十
一
に
よ
る
申

請
書
に
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
図
書
を
添
え
て
、
こ
れ
ら
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

法
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
区
域
計
画
又
は
認
定
区
域
計
画
の

変
更
の
案
を
作
成
す
る
際
の
同
項
後
段
に
規
定
す
る
区
域
の
住
民
そ
の
他
の
利
害

関
係
者
の
意
向
を
踏
ま
え
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
と
す
る

。一

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
の
構
成
員
及
び
先
端
的
区
域
デ
ー
タ
活
用
事
業
活

動
を
実
施
す
る
区
域
の
住
民
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
の
代
表
者
で
組
織
さ
れ
る

協
議
会
の
議
決

二

当
該
区
域
に
係
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
を
定
め
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政

令
第
百
七
十
八
号
）
で
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決

三

当
該
区
域
に
係
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
を
定
め
る
政
令
で
規
定
す
る
地
方
公

共
団
体
の
住
民
の
投
票

四

そ
の
他
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
適
切
と
認
め
る
方
法

５

国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
は
、
前
項
の
措
置
を
講
じ
る
に
際
し
、
事
前
に
、
説

明
会
の
開
催
等
に
よ
り
、
当
該
区
域
計
画
又
は
認
定
区
域
計
画
の
変
更
の
案
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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別
記
様
式
第
八
の
次
に
次
の
二
十
三
様
式
を
加
え
る
。
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別記様式第９（第25条関係）

安全管理に係る確認申請書

年 月 日

内閣総理大臣 名 殿

住所

名称

代表者の氏名

国家戦略特別区域法第28条の２第１項の確認を受けたいので、別紙その他の必要書類を添えて申請

します。

（備考）

１．内閣総理大臣の求めに応じ、必要な書類を提出するよう努めること。

２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

３．国家戦略特別区域法施行規則第25条第２項に掲げる書類を添付する。
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別記様式第10（第25条関係）

安全管理に係る確認書

年 月 日

殿

内閣総理大臣 名

年 月 日付けの確認申請について、国家戦略特別区域法第28条の２第１項に規定す

る安全管理に係る基準に適合するものであることを確認します。

記

１．確認をした年月日

２．申請書の名称及び代表者の氏名

３．申請者の住所

４．認定区域計画の概要

（備考）

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。
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別記様式第11（第25条関係）

安全管理に係る確認をしない旨の通知書

年 月 日

殿

内閣総理大臣 名

年 月 日付けで確認申請のあった国家戦略特別区域データ連携基盤整備事業に係るデータ

の安全管理については、下記の理由により確認をしないものとします。

記

確認をしない理由

（備考）

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

（記載要領）

国家戦略特別区域法第28条の２第１項に規定するデータの安全管理に係る基準のうち、確認をしない

理由を具体的に記載する。
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別記様式第12（第26条関係）

安全管理の変更に係る確認申請書

年 月 日

内閣総理大臣 名 殿

住所

名称

代表者の氏名

年 月 日付けで確認を受けた安全管理の内容について下記のとおり変更したいので、

国家戦略特別区域法施行規則第26条第１項の規定に基づき、別紙その他の必要書類を添えて申請し

ます。

記

１．変更事項

２．変更事項の内容

（備考）

１．内閣総理大臣の求めに応じ、必要な書類を提出するよう努めること。

２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

３．国家戦略特別区域法施行規則第26条第２項に掲げる書類を添付する。

（記載要領）

変更事項の内容については、変更前と変更後を対比して記載する。
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別記様式第13（第26条関係）

安全管理の変更に係る確認書

年 月 日

殿

内閣総理大臣 名

年 月 日付けの変更確認申請について、国家戦略特別区域法第28条の２第１項に

規定する安全管理に係る基準に適合するものであることを確認します。

記

１．変更確認をした年月日

２．変更後の申請書の名称及び代表者の氏名

３．変更後の申請者の住所

４．変更後の認定区域計画の概要

（備考）

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。
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別記様式第14（第26条関係）

安全管理の変更に係る確認をしない旨の通知書

年 月 日

殿

内閣総理大臣 名

年 月 日付けで変更確認申請のあった国家戦略特別区域データ連携基盤整備事業に

係るデータの安全管理については、以下により確認をしないものとします。

記

確認をしない理由

（備考）

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

（記載要領）

国家戦略特別区域法第28条の２第１項に規定するデータの安全管理に係る基準のうち、確認をしない

理由を具体的に記載する。
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別記様式第15（第27条関係）

国の機関等に対するデータ提供依頼申出書

年 月 日

内閣総理大臣 名 殿

住所

名称

代表者の氏名

国家戦略特別区域法第28条の２第１項の規定に基づき、別紙の国の機関等の保有するデータの提供を

求めます。

（備考）

１．内閣総理大臣の求めに応じ、必要な書類を提出するよう努めること。

２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

３．国家戦略特別区域法施行規則第27条第１項に掲げる書類を添付する。
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（別紙）

国の機関等に対するデータ提供依頼申出書

１．名称等

氏名又は名称（法人その他の団体にあってはその名称及び代表者の氏名）

２．各種申請について

認定区域計画 認定された年月日

３．提供を求めるデータの内容

提供を依頼するデータの

① 名称及び対象時期等

提供を依頼するデータを

② 保有している国の機関又

は公共機関等

４．データの活用目的等について

① データの活用の目的

② データの活用の方法

（注）認定区域計画に記載された国家戦略特別区域データ連携基盤整備事業と、提供を求めるデータの

活用の目的及び方法との関係が明確となるよう記載すること。

５．データの提供方法等について

データの提供希望時期

① （定期的なものを含む。）

② 希望するデータ形式

１）提供媒体 □ CD-R □ DVD-R
□電子メール（メールアドレスを記載： ）

□専用回線 □ IP⁻VPN
□その他（ ）

③ データの提供方法
２）提供方法(電子メール以外)

□郵送 □直接受取

□その他（ ）
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６．現に提供を受け、又は今後提供を依頼する予定の国の機関若しくは公共機関等の保有するデータに

ついて

現に提供を受けている国

① の機関又は公共機関等の

データ

今後提供を依頼する予定

② の国の機関又は公共機関

等のデータ

７．その他データの提供に当たって必要な事項
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別記様式第16（第27条関係）

国の機関等の保有するデータ提供決定通知書

年 月 日

殿

内閣総理大臣 名

年 月 日付けで求めのあった国の機関等の保有するデータの提供依頼について、国家戦略

特別区域法（以下「法」という。）第28条の２第２項、第６項及び第10項の規定に基づき、下記のとお

り提供することとしたので、通知します。

記

１．提供するデータの内容

提供するデータの名称及

① び対象時期等

提供するデータを保有し

② ている国の機関又は公共

機関等

２．データの提供方法

① データ形式

１）提供媒体 □ CD-R □ DVD-R
□電子メール（メールアドレスを記載： ）

□専用回線 □ IP⁻VPN

□その他（ ）

② データの提供方法

２）提供方法(電子メール以外)
□郵送 □直接受取

□その他（ ）

３．データの提供の準備に要する期間
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４．その他データの提供に当たって必要な事項

５．担当課室等

担当課室：

電話番号：

（備考）

１．「内閣総理大臣 名」は、法第28条の２第２項の規定による場合には内閣総理大臣名とし、同条第

６項の規定による場合には、内閣総理大臣及び関係行政機関の長の連名とし、同条第10項の規定に

よる場合には内閣総理大臣及び公共機関等、又は内閣総理大臣、関係行政機関の長及び公共機関等

の連名とする。

２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。
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別記様式第17（第27条関係）

国の機関等の保有するデータ不提供通知書

年 月 日

殿

内閣総理大臣 名

年 月 日付けで求めのあった国の機関又は公共機関等の保有するデータの提供依頼につい

て、国家戦略特別区域法（以下「法」という。）第28条の２第３項、第７項及び第12項の規定に基づき、下

記の理由により提供しないこととしましたので、通知します。

記

データを提供しない理由

（備考）

１．「内閣総理大臣 名」は 、法第28条の２第３項の規定による場合には内閣総理大臣名とし、同条第

７項の規定による場合には、内閣総理大臣及び関係行政機関の長の連名とし、同条12項の規定によ

る場合には内閣総理大臣及び公共機関等、又は内閣総理大臣、関係行政機関の長及び公共機関等の

連名とする。

２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

（記載要領）

法第28条の２第２項のうち、 提供をしない理由を具体的に記載する。



- 30 -

別記様式第18（第27条関係）

国の機関等に対するデータ提供要請実施通知書

年 月 日

殿

内閣総理大臣 名

年 月 日付けで求めのあった国の機関等の保有するデータの提供依頼について、国家戦略

特別区域法（以下「法」という。）第28条の２第４項及び第８項の規定に基づき、下記のとおり、要請を実施し

ましたので、通知します。

記

１．データ提供の要請先の国の機関又は公共機関等の名称

２．データ提供の要請を実施した年月日

（備考）

１．「内閣総理大臣 名」は 、法第28条の２第４項の規定による場合には内閣総理大臣名とし、同条第

８項の規定による場合には、内閣総理大臣及び関係行政機関の長の連名とする。

２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。
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別記様式第19（第27条関係）

国の機関等に対するデータ提供の要請不実施通知書

年 月 日

殿

内閣総理大臣 名

年 月 日付けで求めのあった国の機関又は公共機関等の保有するデータの提供依頼につい

て、国家戦略特別区域法第28条の２第５項及び第９項の規定に基づき、下記の理由により要請を行わな

いこととしましたので、通知します。

記

要請不実施の理由

（備考）

１．「内閣総理大臣 名」は 、法28条の２第５項の規定による場合には内閣総理大臣名とし、同条第９

項の規定による場合には、内閣総理大臣及び関係行政機関の長の連名とする。

２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

（記載要領）

要請をしない理由を具体的に記載する。
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別記様式第20（第27条関係）

国の機関等の保有するデータ提供実施要請書

年 月 日

殿

住所

名称

代表者の氏名

年 月 日付けで通知された国の機関又は公共機関等の保有するデータの提供依頼について、

国家戦略特別区域法施行規則第27条第15項の規定に基づき、下記のとおりデータ提供の実施を要請いた

します。

記

１．提供するデータの内容

提供するデータの名称及

① び対象時期等

提供するデータを保有し

② ている国の機関又は公共

機関等

２．データの提供方法

① 希望するデータ形式

１）提供媒体 □ CD-R □ DVD-R
□電子メール（メールアドレスを記載： ）

□専用回線 □ IP⁻VPN
□その他（ ）

② データの提供方法

２）提供方法(電子メール以外)
□郵送 □直接受取

□その他（ ）

３．データの提供の実施希望時期
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４．その他データの提供に当たって必要な事項

（備考）

１．内閣総理大臣の求めに応じ、必要な書類を提出するよう努めること。

２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

３．国家戦略特別区域法施行規則第27条第15項に掲げる書類を添付する。
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別記様式第21（第28条関係）

地方公共団体に対するデータ提供依頼申出書

年 月 日

地方公共団体の長その他の執行機関 殿

住所

名称

代表者の氏名

国家戦略特別区域法第28条の３第１項の規定に基づき、別紙の地方公共団体の保有するデータの提供

を求めます。

（備考）

１．地方公共団体の長その他の執行機関の求めに応じ、必要な書類を提出するよう努めること。

２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

３．国家戦略特別区域法施行規則第28条第１項に掲げる書類を添付する。
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（別紙）

地方公共団体に対するデータ提供依頼申出書

１．名称等

氏名又は名称（法人その他の団体にあってはその名称及び代表者の氏名）

２．各種申請について

認定区域計画 認定された年月日

３．提供を求めるデータの内容

提供を依頼するデータの

① 名称及び対象時期等

提供を依頼するデータを

② 保有している地方公共団

体

４．データの活用目的等について

① データの活用の目的

② データの活用の方法

（注）認定区域計画に記載された国家戦略特別区域データ連携基盤整備事業と、提供を求めるデータの

活用の目的及び方法との関係が明確となるよう記載すること。

５．データの提供方法等について

データの提供希望時期

① （定期的なものを含む。）

② 希望するデータ形式

１）提供媒体 □ CD-R □ DVD-R
□電子メール（メールアドレスを記載： ）

□専用回線 □ IP⁻VPN
□その他（ ）

③ データの提供方法
２）提供方法(電子メール以外)

□郵送 □直接受取

□その他（ ）
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６．現に提供を受け、又は今後提供を依頼する予定の地方公共団体の保有するデータについて

現に提供を受けている地

① 方公共団体

今後提供を依頼する予定

② の地方公共団体

７．その他データの提供に当たって必要な事項
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別記様式第22（第28条関係）

地方公共団体の保有するデータ提供決定通知書

年 月 日

殿

地方公共団体の長その他の執行機関 名

年 月 日付けで求めのあった地方公共団体の保有するデータの提供依頼について、国家戦

略特別区域法（以下「法」という。）第28条の３第２項の規定に基づき、下記のとおり提供することと

したので、通知します。

記

１．提供するデータの内容

提供するデータの名称及

① び対象時期等

提供するデータを保有し

② ている地方公共団体

２．データの提供方法

① データ形式

１）提供媒体 □ CD-R □ DVD-R
□電子メール（メールアドレスを記載： ）

□専用回線 □ IP⁻VPN
□その他（ ）

② データの提供方法

２）提供方法(電子メール以外)
□郵送 □直接受取

□その他（ ）

３．データの提供の準備に要する期間
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４．その他データの提供に当たって必要な事項

５．担当課室等

担当課室：

電話番号：

（備考）

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。
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別記様式第23（第28条関係）

地方公共団体の保有するデータ不提供通知書

年 月 日

殿

地方公共団体の長その他の執行機関 名

年 月 日付けで求めのあった地方公共団体の保有するデータの提供依頼について、国家戦略

特別区域法（以下「法」という。）第28条の３第３項の規定に基づき、下記の理由により提供しないことと

しましたので、通知します。

記

データを提供しない理由

（備考）

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

（記載要領）

法第28条の２第２項のうち、 提供をしない理由を具体的に記載する。
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別記様式第24（第28条関係）

地方公共団体の保有するデータ提供実施要請書

年 月 日

殿

住所

名称

代表者の氏名

年 月 日付けで通知された地方公共団体の保有するデータの提供依頼について、国家戦略特

別区域法施行規則第28条第４項の規定に基づき、下記のとおりデータ提供の実施を要請いたします。

記

１．提供するデータの内容

提供するデータの名称及

① び対象時期等

提供するデータを保有し

② ている地方公共団体又

２．データの提供方法

① 希望するデータ形式

１）提供媒体 □ CD-R □ DVD-R
□電子メール（メールアドレスを記載： ）

□専用回線 □ IP⁻VPN

□その他（ ）

② データの提供方法

２）提供方法(電子メール以外)
□郵送 □直接受取

□その他（ ）

３．データの提供の実施希望時期
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４．その他データの提供に当たって必要な事項

（備考）

１．地方公共団体の長その他の執行機関の求めに応じ、必要な書類を提出するよう努めること。

２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

３．国家戦略特別区域法施行規則第28条第４項に掲げる書類を添付する。
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別記様式第25（第29条関係）

新たな規制の特例措置の整備に係る要望書

年 月 日

内閣総理大臣 名 殿

国家戦略特別区域会議名

国家戦略特別区域法（以下「法」という。）第28条の４第１項の規定に基づき、新たな規制の

特例措置の適用を受けて先端的区域データ活用事業活動を実施したいので、別添の書類を添え

て、下記のとおり新たな規制の特例措置の整備を求めます。

記

１．先端的区域データ活用事業活動の目標

２．先端的区域データ活用事業活動の内容

３．先端的区域データ活用事業活動の実施期間及び実施場所

４．参加者等の具体的な範囲

５．先端的区域データ活用事業活動を実施するために整備が必要となる新たな規制の特例措置

に係る関係規定の条項

６．先端的区域データ活用事業活動を実施するために整備が必要となる新たな規制の特例措置

の内容

７．その他

（備考）

１．内閣総理大臣の求めに応じ、必要な書類を提出するよう努めること。

２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

（記載要領）

１．先端的区域データ活用事業活動の目標

先端的区域データ活用事業活動の目標（先端的区域データ活用事業活動を実施しようとする

背景となる事情及びそれにより目指す先端的区域データ活用事業活動の方向性）を要約的に記

載する。

２．先端的区域データ活用事業活動の実施期間及び実施場所

実施場所には、先端的区域データ活用事業活動を実施する場所の住所を記載する。インター

ネット上で完結するサービスに関する事業活動など、事業活動を実施する住所が性質上特定で

きない場合は、可能な限り場所が判別できるように記載する。

３．先端的区域データ活用事業活動を実施するために整備が必要となる新たな規制の特例措置

の内容

（１）整備を求める規制の特例措置の内容（現行規制が目的としている安全性等の確保を、現行

規制とは異なる方法により担保するための措置等の提案を含むものとする。）を要約的に記

載する。

（２）新たな規制の特例措置を整備することにより実施が可能となる先端的区域データ活用事

業活動の内容を要約的に記載する。

（３）現行規制の範囲において、既に事業活動の一部を実施している場合はその内容を記載する。
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別記様式第26（第29条関係）

新たな規制の特例措置を講ずることとする旨の通知書

年 月 日

殿

内閣総理大臣 名

年 月 日付けで整備の求めのあった新たな規制の特例措置については、下記の

とおり整備することとしましたので、通知します。

記

１．講ずることとする新たな規制の特例措置の内容

２．新たな規制の特例措置の整備の見通し

３．その他

（備考）

１．「内閣総理大臣 名」は 、法第28条の４第４項の規定による場合には内閣総理大臣名とし、

同条第８項の規定による場合には、内閣総理大臣及び関係行政機関の長の連名とする。

２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。
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別記様式第27（第29条関係）

講ずることとする新たな規制の特例措置の内容の公表

１．講ずることとする新たな規制の特例措置の内容

２．新たな規制の特例措置の整備の見通し

３．その他

（記載要領）

「１．講ずることとする新たな規制の特例措置の内容」中、新たな規制の特例措置の整備

を行った者の営業上の秘密に該当する部分については、これを公表の対象として記載しな

い。
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別記様式第28（第29条関係）

新たな規制の特例措置を講じないこととする旨の通知書

年 月 日

殿

内閣総理大臣 名

年 月 日付けで整備の求めのあった新たな規制の特例措置については、下記の

とおり講じないこととすると判断しましたので、通知します。

記

１．特例措置を講ずることが必要でない又は適当でないと判断する理由

２．規制の特例措置の整備によらず、先端的区域データ活用事業活動の実施が可能となる範囲

若しくはそのための方策又は規制の緩和若しくは撤廃の見通しがある場合はその内容

３．国家戦略特別区域諮問会議からの意見の概要

４．その他

（備考）

１．「内閣総理大臣 名」は 、法第28条の４第５項の規定による場合には内閣総理大臣名とし、

同条第９項の規定による場合には、内閣総理大臣及び関係行政機関の長の連名とする。

２．用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。

（記載要領）

「２．」には、整備を求められた新たな規制の特例措置の内容の改善点、現行規制下におい

て対応が可能な先端的区域データ活用事業活動の実施内容若しくはそのための方策又は規制

の特例措置の整備によらず規制の緩和若しくは撤廃が行われる見通し等を具体的に記載する

よう努めること。
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別記様式第29（第29条関係）

新たな規制の特例措置の検討要請実施通知書

年 月 日

殿

内閣総理大臣 名

年 月 日付けで求めのあった新たな規制の特例措置について、国家戦略特別区域法（以下

「法」という。）第28条の４第７項の規定に基づき、下記のとおり、要請を実施しましたので、通知します。

記

１．新たな規制の特例措置の検討要請先の関係行政機関の名称

２．新たな規制の特例措置の検討要請を実施した年月日

（備考）

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。
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別記様式第30（第30条関係）

区域計画の案申請書

年 月 日

内閣総理大臣 殿

国家戦略特別区域会議の構成員の氏名

国家戦略特別区域法第28条の４第２項の規定に基づき、下記の通り区域計画の案を提出します。

記

１．区域計画の案（別紙１）

２．新たな規制の特例措置の適用を受ける先端的区域データ活用事業活動を実施する区域の住民その他の

利害関係者の意向を踏まえたことの報告書（別紙２）

（備考）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。



- 48 -

別紙１

区域計画の案

１ 国家戦略特別区域の名称

２

（１）実施する国家戦略特別区域データ連携基盤整備事業の名称

（２）実施する新たな規制の特例措置の適用を受ける先端的区域データ活用事業活動の名称

３ 国家戦略特別区域データ連携基盤整備事業及び先端的区域データ活用事業活動の実施が国家戦略特別区

域に及ぼす経済的社会的効果

４ その他国家戦略特別区域における産業の国際競争力の強化及び国際的な経済活動の拠点の形成のため

に必要な事項

注 ２（１）に掲げる事項については、「１ 国家戦略特別区域データ連携基盤整備事業の内容及び実施す

ると見込まれる主体に関する事項」及び「２ その他国家戦略特別区域データ連携基盤整備事業に関する

事項」を、２（２）に掲げる事項については、新たな規制の特例措置の適用を受ける先端的区域データ活

用事業活動ごとに、「１ 先端的区域データ活用事業活動の内容及び実施すると見込まれる主体に関する

事項」、「２ 先端的区域データ活用事業活動に適用される新たな規制の特例措置の内容」及び「３ その

他先端的区域データ活用事業活動に関する事項」を記載すること。
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別紙２

新たな規制の特例措置の適用を受ける先端的区域データ活用事業活動を実施する

区域の住民その他の利害関係者の意向を踏まえたことの報告書

１ 区域の住民その他の利害関係者の意向を踏まえた方法

□国家戦略特別区域会議の構成員及び当該区域の住民その他の利害関係者の代表者で組織される協議会

の議決

□当該区域に係る議会の議決

□当該区域の住民の投票

□その他国家戦略特別区域会議が適切と認める方法（ ）

２ １の年月日

３ １の結果

注 ３には、１の結果を記載してください。

（例：議会の議決をした場合は、その議決の結果及び主な議論の内容を記載してください。）
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別記様式第31（第31条関係）

認定区域計画の変更の案申請書

年 月 日

内閣総理大臣 殿

国家戦略特別区域会議の構成員の氏名

年 月 日付けで認定を受けた区域計画について、国家戦略特別区域法第28条の４第２項の規定に

基づき、認定区域計画の変更の案を提出します。

１ 変更事項

２ 変更事項の内容

記

１．認定区域計画の変更の案（別紙１）

２．先端的区域データ活用事業活動を実施する区域の住民その他の利害関係者の意向を踏まえたことの報

告書（別紙２）

注 変更事項の内容については、変更前と変更後を対比して記載してください。

（備考）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
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別紙１

認定区域計画の変更の案

１ 国家戦略特別区域の名称

２

（１）新たに実施する又は既に実施している国家戦略特別区域データ連携基盤整備事業の名称

（２）新たに実施する新たな規制の特例措置の適用を受ける先端的区域データ活用事業活動の名称

３ 国家戦略特別区域データ連携基盤整備事業及び先端的区域データ活用事業活動の実施が国家戦略特別区

域に及ぼす経済的社会的効果

４ その他国家戦略特別区域における産業の国際競争力の強化及び国際的な経済活動の拠点の形成のため

に必要な事項

注 ２（１）に掲げる事項については、「１ 国家戦略特別区域データ連携基盤整備事業の内容及び実施す

ると見込まれる主体に関する事項」及び「２ その他国家戦略特別区域データ連携基盤整備事業に関する

事項」を、２（２）に掲げる事項については、新たな規制の特例措置の適用を受ける先端的区域データ活

用事業活動ごとに、「１ 先端的区域データ活用事業活動の内容及び実施すると見込まれる主体に関する

事項」、「２ 先端的区域データ活用事業活動に適用される新たな規制の特例措置の内容」及び「３ その

他先端的区域データ活用事業活動に関する事項」を記載すること。
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別紙２

新たな規制の特例措置の適用を受ける先端的区域データ活用事業活動を実施する

区域の住民その他の利害関係者の意向を踏まえたことの報告書

１ 区域の住民その他の利害関係者の意向を踏まえた方法

□国家戦略特別区域会議の構成員及び当該区域の住民その他の利害関係者の代表者で組織される協議会

の議決

□当該区域に係る議会の議決

□当該区域の住民の投票

□その他国家戦略特別区域会議が適切と認める方法（ ）

２ １の年月日

３ １の結果

注 ３には、１の結果を記載してください。

（例：議会の議決をした場合は、その議決の結果及び主な議論の内容を記載してください。）



- 53 -

附

則

こ
の
府
令
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。


